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中途障害者の 1I果題の lつとして.受傷後の
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分のrわから生じる昔しみ?，第2の苦しみは

社会(他人)カミら負わせられる31:しみである

(構雲， 2008). この 2つの苦しみ

に乗り睡え二さたのか，障害者本人から比た
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10月下旬である
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